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●協議会設⽴の⽬的・概要（2019.07設⽴）

・名称 ︓インターネットEDI普及推進協議会
・英語名称︓Japan internet EDI Association（略称︓JiEDIA/ジェディア）

・設⽴⽬的︓「固定電話網のIP網移⾏」のEDIへの影響を最⼩限に抑える
有効な⼿段であると想定される「インターネットEDI」に
ついて、各業界の取り組みを尊重しながら連携を図り、
継続的な普及推進活動を⾏う。

・活動内容︓従来のJISA（EDIタスクフォース）の活動（渉外・広報WG、
技術WG）に加え、データ交換共通認証局認定制度の推進・
運営活動を⾏う。

・想定会員︓（１）正会員 本会の設⽴趣旨に賛同した業界団体
及び 別に定める団体または企業

（２）特別会員 ⼤学、団体、研究機関 及び それに準ずる
組織に属する有識者であって、本会の要請
により⼊会した者
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1.1. インターネットEDI普及推進協議会について
（出典︓固定電話網のIP網移⾏によるEDIへの影響と対策【概説】V5.1.1）
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総会

運営委員会

普及推進
部会

技術部会
認証局

審査部会

●協議会の体制

会 ⻑ ︓藤野 裕司
幹事(会⻑代理) ︓仲⽮ 靖之
幹事(会⻑代理) ︓⽯⾦ 克也
事務局 ︓JISAの事務局が担当

○総会︓意思決定機関。年１回程度（または重要審議事項が発⽣した際）に開催。
○運営委員会︓本協議会の実質的な推進組織。隔⽉程度（または必要に応じて）開催。
○普及推進部会︓

- 関連省庁（ 総務省、経産省）、NTT東⻄、各業界団体との連携
- 広報資料の作成、セミナーの開催 等

○技術部会
- ネットワークや関係ハード、プロトコルの仕様調査確認
- 実証実験の計画と実施、移⾏⽅法の検討 等

○認証局審査部会
- データ交換共通認証局認定制度の推進・運営
- 認証局証明書ポリシーの作成、認証局の認定 等

1.1. インターネットEDI普及推進協議会について
（出典︓固定電話網のIP網移⾏によるEDIへの影響と対策【概説】V5.1.1）



JiEDIA Japan internet EDI Association

JiEDIA

＊）JX⼿順は流通システム標準化事業で標準化された「流通業界向けインターネッ
ト通信プロトコル」ですが、今後、業界を超えて利⽤される可能性が⾼いことか
ら、JiEDIAでは流通BMS協議会から標準化の維持管理を継承しています。

＊）詳細は、「インターネットを利⽤した通信プロトコルガイドライン JX⼿順版」
参照
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1.2. 流通BMS協議会様との活動について
〜通信プロトコル（JX⼿順）の維持管理について〜

（出典︓固定電話網のIP網移⾏によるEDIへの影響と対策【概説】V5.1.1）
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●認定制度の⽬的と概要

・⽬的︓インターネットEDI化には、セキュリティ対策のひとつとして電⼦証明書の
利⽤が想定されますが、各業界ごとのセキュリティ基準や認証局の乱⽴は
混乱を招く可能性があります。
上記課題に対応するため、JiEDIAにて「データ交換認証局認定制度」を設け、
産業界全体向けに⼀定の統⼀したセキュリティ基準に基く認証局が発⾏する
電⼦証明書を普及させることで、産業界全体のインターネットEDI化の推進に
寄与することを⽬的としています。

・概要︓すでに先⾏している「流通業界共通認証局証明書ポリシー」を使⽤(包含)します。
⇒JiEDIAにて、 「流通システム標準普及推進協議会」(以下、流通BMS協議会)の

「認証局認定機関」の位置づけを継承する。
⇒「産業界全体向けのデータ交換共通認証局証明書ポリシー」とする。

※本制度に関連する資料は下記 JiEDIAホームページの「認証局認定制度に
ついて」を参照ください。

https://www.jisa.or.jp/jiedia/tabid/2822/Default.aspx

1.2. 流通BMS協議会様との活動について
〜データ交換共通認証局認定制度について〜
（出典︓固定電話網のIP網移⾏によるEDIへの影響と対策【概説】V5.1.1）
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JiEDIA２．IP網移⾏の最新動向
2.1. 総務省電話網移⾏円滑化委員会資料より
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https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/policyreports/joho_tsusin/denwa
/index.html
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JiEDIA２．IP網移⾏の最新動向
2.1. 総務省電話網移⾏円滑化委員会資料より
（出典︓2024/6/6 NTT東⻄提出資料「固定電話のIP網移⾏に係る状況について」）
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２．IP網移⾏の最新動向
2.1. 総務省電話網移⾏円滑化委員会資料より
（出典︓2024/6/6 NTT東⻄提出資料「固定電話のIP網移⾏に係る状況について」）

2024年1月から４月にか

けて補完策の発信利用
（NTT東西からの料金の

請求による把握）があっ
た回線数は4.8万回線
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JiEDIA２．IP網移⾏の最新動向
2.2. JiEDIAヒアリング結果より
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出典：EDIパッケージベンダー、EDIサービス事業者へのインターネットEDI移行状況ヒアリング結果報告（2021年6月版）
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JiEDIA２．IP網移⾏の最新動向
2.2. JiEDIAヒアリング結果より
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出典：EDIパッケージベンダー、EDIサービス事業者へのインターネットEDI移行状況ヒアリング結果報告（2024年2月版）
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JiEDIA３．今後の課題
3.1. 補完策の終了について
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2024年３月７日 NTT東西より
「INSネットの新規申込受付・提供終了について」発表
https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/20240307_02.html
https://www.ntt-west.co.jp/news/2403/240307a.html

⇒補完策でレガシーEDIをご利用中の企業は、2028年12末までに
流通BMS等のインターネットEDIに移行する必要があります。
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JiEDIA３．今後の課題
3.2. 耐量⼦暗号証明書について（JiEDIA運営委員会資料抜粋）
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JiEDIA３．今後の課題
3.2. 耐量⼦暗号証明書について（JiEDIA運営委員会資料抜粋）
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JiEDIA３．今後の課題
3.2. 耐量⼦暗号証明書について（JiEDIA運営委員会資料抜粋）
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⇒今後、JiEDIA技術部会（国内の主要なEDIパッケージベンダーとEDIサービス
事業者が参加）にて対応を検討予定。
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〒101-0047
東京都千代⽥区内神⽥2-3-4
S-GATE⼤⼿町北6F
TEL︓03-5289-7651（代表）
FAX︓03-5289-7653

ご清聴ありがとうございました。

インターネットEDI普及推進協議会
Japan internet EDI Association（JiEDIA）

本資料に関する問い合わせは、下記までお願いします。
JiEDIA 事務局︓⼀般社団法⼈ 情報サービス産業協会

https://www.jisa.or.jp/tabid/2821/Default.aspx


